
［和歌山市栄谷930］
今回のセミナーは、海がどのように人々の生き方を変えるのか、そして日本の海と共生していく
ために私たちに何ができるのかを探りながら、地元の方々、そして本学の学生や教職員の皆さんと、
海と我々の関係を再認識する機会を提供することを目的としています。
サーフィンにあまり馴染みのない方、また日本の海でのサーフィン事情や経験について日頃知る機会
が少ない方にも、サーフィン等を通して今後の海との共生について考える機会を提供いたします。

事前の申し込み、参加費は不要です。
多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

協力 パタゴニア



プログラム
17：00 受付開始・開場
17：15 ～ 17：30 開会挨拶 加藤 久美（和歌山大学観光学部教授、同国際観光学研究センターセンター長）

アダム ドーリング（和歌山大学 国際観光学研究センター准教授）

17：30 ～ 18：30 講演
「徳島文化としてのサーフィン」

武知 実波
（ JPSA公認プロサーファー / パタゴニア・サーフィン・アンバサダー / 初代阿南ふるさと大使）

「マリンスポーツのマナーと海洋環境：サーフエリアから深海まで」
楠部 真崇（和歌山工業高等専門学校物質工学科准教授）

18：30 ～ 19：20 映画上映「 FISHPEOPLE（フィッシュピープル）」
19：20 ～ 19：30 まとめ－和歌山の海を維持するためにー

◎講師紹介
武知 実波
JPSA公認プロサーファー／パタゴニア・
サーフィン・アンバサダー／初代阿南ふるさ
と大使。1993年徳島県阿南市生まれ。徳島
大学大学院総合科学教育部卒業。2014年に
国立大学で稀な大学公認の「徳島大学サー
フィン部」を設立。地元阿南市では初代「阿
南ふるさと大使」として、阿南市のイメージ
アップ活動に努めている。また、パタゴニ
ア・サーフィン・アンバサダーとしても活動
しており、講演活動や学校でのサーフィンス
クールなど、教育現場を含む様々な場面での
サーフィンの普及に積極的に努めている。

楠部 真崇
和歌山工業高等専門学校物質工学科准教授
（博士（工学））。1977年和歌山市生まれ。
徳島大学大学院工学研究科修了。サーフィン
やフィッシングで海洋環境を身近に感じつつ、
海洋微生物、深海環境、極限環境微生物研究
を専門に調査研究を進めている。2012年より
スクリップス海洋研究所でジェームス・キャ
メロンが採取したマリアナ海溝サンプルから、
世界最高圧力を好む新種のバクテリアを単離
した。現在は、海洋環境に優しいバイオセメ
ントを用いた海藻の再生プロジェクトを実行
中である。

*パタゴニア（Patagonia) 登山用品やサーフィン用品、アウトドア用品、衣料品等の製造販売を手掛けるアメリカのメーカー。
1980年代より企業全体での環境保護活動に取り組み、製品の製造・販売における環境保護活動や環境保全
団体への助成金支援を行う等、幅広い活動を行っている。

お問い合わせ先
和歌山大学 国際観光学研究センター 担当：アダム・ドーリング
〒640-8510 和歌山市栄谷930 西1号館１階
TEL : 073-457-7025 / FAX ： 073-457-7886   / Email : info-ctr@center.wakayama-u.ac.jp
HP : http://www.wakayama-u.ac.jp/ctr/

映画「FISHPEOPLE（フィッシュピープル）」海が変えた人生についての映画

ある人にとっては恐ろしい場所である海が、他の人にとっては限りない喜びと自由な世界、
そして人生を精一杯生きる好機を与えてくれる場所になる。
監督キース・マロイ、制作パタゴニア* による新しいドキュメンタリー映画『FISHPEOPLE
（フィッシュピープル）』は、海に人生を捧げる個性あふれる人たちのストーリー。それは
また、海で過ごす時間が、サーファー、スピアフィッシャー、遠泳者、元炭坑夫、そして危
険に晒されている子供たちにもたらす変革について、そして海岸の向こうにある海という野
生の地で、いかにして自らの限界を捨て去り、深い意義を見出すことができるかについての
映画である。

和歌山大学国際観光学研究センター（CTR） Tourism & Sustainability ユニット
サステナビリティ（持続可能性）は、その影響力及び要請が高まっている観光において優先的課題と見做されて
いる。CTRサステナビリティユニットでは、観光におけるサステナビリティの環境、社会文化、経済、マネジメ
ントの側面をクリティカルに分析し、学術的及び社会的貢献を目指すことを目的に、研究・調査を行っている。
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